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令和４年第２回 邑南町議会定例会（第１日目）会議録

１．招集年月日 令和４年３月７日（令和４年２月22日告示）

２．招集の場所 邑南町役場 議場

３．開 会 令和４年３月７日（月） 午前９時30分

散会 午前11時28分

４．応招議員

５．不応招議員 なし

６．出席議員 １３名

７．欠席議員 なし

８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名

９．本会議に職務のため出席した者の氏名

議会事務局長 井上 義博 事務局調整監 小形 めぐみ

10．町長提出議案の題目 別紙のとおり

11．会議録署名議員の氏名

12．本日の会議の大要は別紙のとおりである。

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１番 奈須 正宜 ２番 鍵本 亜紀 ３番 野田 佳文 ４番 日高八重美

５番 瀧田 均 ６番 平野 一成 ７番 和田 文雄 ８番 宮田 博

９番 漆谷 光夫 １０番 大屋 光宏 １１番 中村 昌史 １２番 辰田 直久

１３番 石橋 純二

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１番 奈須 正宜 ２番 鍵本 亜紀 ３番 野田 佳文 ４番 日高八重美

５番 瀧田 均 ６番 平野 一成 ７番 和田 文雄 ８番 宮田 博

９番 漆谷 光夫 １０番 大屋 光宏 １１番 中村 昌史 １２番 辰田 直久

１３番 石橋 純二

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

議席 氏 名 議席 氏 名

９番 漆谷 光夫 １０番 大屋 光宏

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 石橋 良治 副 町 長 日高 輝和 総務課長 三上 直樹

情報みらい創造課長 柳川 修司 地域みらい課長 田村 哲 財務課長 白須 寿

町民課長 小畑 芳秋 福祉課長 小笠原誠治 農林振興課長 大賀 定

商工観光課長 寺本 英仁 建設課長 上田 修 水道課長 三上 和彦

医療政策課 口羽 正彦 保健課長 土﨑しのぶ

羽須美支所長 上田 康典 瑞穂支所長 三浦 康孝

教 育 長 土居 達也 学校教育課長 高瀬 満晃 生涯学習課長 三上 徹

監査委員 森脇 義博
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令和４年第２回邑南町議会定例会議事日程（第１号）

令和４年３月７日（月）午前９時30分開会

開会、開議宣告

議事日程の報告

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 町長施政方針

日程第４ 教育方針

日程第５ 行政報告

日程第６ 報告事項

報告第１号 専決処分の報告について

（損害賠償の額の決定及び和解（車輌の損害））

報告第２号 例月現金出納検査結果報告について

報告第３号 令和３年度定期監査報告について

日程第７ 議案の上程・説明・質疑・討論・採決

議案第６号 人権擁護委員候補者の推薦について

日程第８ 議案の上程・説明

議案第７号 指定管理者の指定について

（ほたるの館の指定管理者の指定）

議案第８号 指定管理者の指定について

（西ノ原集会所の指定管理者の指定）
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議案第９号 指定管理者の指定について

（阿須那集会所の指定管理者の指定）

議案第10号 指定管理者の指定について

（三日市集会所の指定管理者の指定）

議案第11号 指定管理者の指定について

（下亀谷集会所の指定管理者の指定）

議案第12号 邑南町ふるさと、水と土保全対策基金条例の廃止について

議案第13号 邑南町課設置条例の一部改正について

議案第14号 邑南町個人情報保護条例の一部改正について

議案第15号 邑南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

議案第16号 邑南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

議案第17号 邑南町消防団条例の一部改正について

議案第18号 邑南町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

議案第19号 邑南町町営バス条例の一部改正について

議案第20号 邑南町国民健康保険税条例の一部改正について

議案第21号 邑南町高額療養費貸付基金条例の一部改正について

議案第22号 邑南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正について

議案第23号 邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定

子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の

一部改正について

議案第24号 邑南町町営住宅管理条例の一部改正について
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議案第25号 邑南町町道の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正につ

いて

議案第26号 邑南町保健センター条例の一部改正について

議案第27号 邑南町医療福祉従事者確保奨学基金条例の一部改正について

議案第28号 邑南町スクールバス条例の一部改正について

議案第29号 邑南町奨学基金条例の一部改正について

議案第30号 財産の取得について

議案第31号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の

計画の策定について

（吉原丸子辺地の計画期間終了に伴う計画策定）

議案第32号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の

計画の策定について

（福原辺地の新規整備事業の実施に伴う計画策定）

議案第33号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の

計画の策定について

（川角平佐辺地の要件見直しに伴う計画策定）

議案第34号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の

計画の策定について

（両半中雪田辺地の要件見直しに伴う計画策定）

議案第35号 邑南町と広島市との連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結

に関する協議について

議案第36号 令和３年度邑南町一般会計補正予算第13号について

議案第37号 令和３年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号に

ついて

議案第38号 令和３年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予
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算第３号について

議案第39号 令和３年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第３号

について

議案第40号 令和３年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第４号について

議案第41号 令和３年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第３号について

議案第42号 令和３年度邑南町水道事業会計補正予算第５号について

議案第43号 令和４年度邑南町一般会計予算について

議案第44号 令和４年度邑南町国民健康保険事業特別会計予算について

議案第45号 令和４年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計予算に

ついて

議案第46号 令和４年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計予算について

議案第47号 令和４年度邑南町下水道事業特別会計予算について

議案第48号 令和４年度邑南町電気通信事業特別会計予算について

議案第49号 令和４年度邑南町水道事業会計予算について

日程第９ 陳情文書表

陳情第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択

を求める陳情
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令和４年第２回 邑南町議会定例会（第１日目） 会議録

【令和４年３月７日（月）】

―― 午前９時30分 開会 ――

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 開会宣告 ）

●石橋議長（石橋純二） おはようございます。ただ今から、令和４年第２回邑南

町議会定例会を開会いたします。議長の諸般の報告につきましては、お手元に配布を

したとおりでございますのでご覧いただきたいと思います。これより、本日の会議を

開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第１ 会議録署名議員の指名 ）

●石橋議長（石橋純二） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。９番漆

谷議員、１０番大屋議員、お願いをいたします。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第２ 会期の決定 ）

●石橋議長（石橋純二） 日程第２、会期の決定を議題といたします。お諮りをい

たします。本定例会の会期は、本日３月７日から３月１８日の１２日間といたしたい

と思います。これに、ご異議はありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●石橋議長（石橋純二） 異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、

本日３月７日から３月１８日の１２日間とすることに決定をいたしました。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第３ 町長施政方針 ）
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●石橋議長（石橋純二） 日程第３、町長施政方針。これより町長に施政方針を行

っていただきます。

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） 令和４年度施政方針を申し述べる前に、今なおロシア

軍による侵攻が続き、幼い子どもを含め多数の民間人が犠牲になっているウクライ

ナの悲惨な状況を看過できず、「非核平和の町づくり」を推し進めている邑南町長

として、ロシア政府に対し強く抗議致します。この度の侵攻は、単なる紛争ではな

く、いかなる理由であれ明らかに侵略戦争であり、戦争は生命と財産を奪う最大の

人権侵害であります。また、核を脅しに使うプーチン大統領の姿勢に愕然とし、こ

の様な態度は許されるものではありません。毎日のように報道されている、ウクラ

イナの惨状に心が締め付けられる想いは、今やウクライナ市民に対する連帯の輪と

なって、世界中に拡大しています。口をつむぐことは許されません。自由と民主主

義を破壊するロシア政府の暴挙に対し、強く非難すべきであります。日本政府と共

に国際社会に訴えてまいりましょう。それでは、令和４年第２回邑南町議会定例会

の開会にあたり、提案いたします令和３年度補正予算案及び令和４年度当初予算

案、条例案、その他の諸議案の説明に先立ちまして、当面の町政運営に望む私の基

本的な考え方と、主要な施策について申し上げ、町民の皆様をはじめ、議員の皆様

方のご理解とご協力をお願い申し上げたいと存じます。本町の令和４年度当初予算

は、メインテーマ「持続可能な社会づくりＳＤＧｓの追求」の下、「誰ひとり取り

残さない人とつながり支え合う町づくり」と「ゼロカーボン・シティ宣言の町にふ

さわしい脱炭素社会の実現」の二つのサブテーマを設定し編成しました。二酸化炭

素排出削減を制約ととらえるのでなく、経済成長の足掛かりとし、四つの重点項

目、①住民や他団体との協働による地域の課題解決。②活力と魅力あふれる産業づ

くり。③子どもの健やかな成長と学びの機会の保障。④誰もが生涯元気なまちづく

り、に基づいた町づくりを進めてまいります。また、予算編成の基本方針「新型コ

ロナウイルス感染症対応」と「行財政改善計画の着実な実行」の下、現在進めてい

る行財政改善に加え、新型コロナウイルス感染症対策の推進や、デジタル技術を取

り入れた住民サービスの向上を進めてまいります。はじめに、新型コロナウイルス
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感染症対策の状況について申し上げます。町民の皆様方には、感染症対策の徹底に

ご理解とご協力をいただいていることに、心から感謝を申し上げます。また、新型

コロナウイルス感染症対策の最前線で対応いただいている医療関係者、福祉関係者

の皆様にも、重ねて敬意と感謝申し上げます。感染力の高いオミクロン株の影響に

より、連日感染者が発生しており、未だ収束の兆しが見通せない状況です。本町に

おいても１月には新規感染者が１２０名を超えるなど、これまでにない速度で感染

が急拡大しており、予断を許さない状況が続いています。今後も島根県と連携して

医療提供体制を確保するとともに、邑智郡医師会と連携し、相談、診療及び検査の

体制を構築することで、感染拡大防止に全力で取り組みます。また、自宅療養者の

対応につきましては、町内医療機関、訪問看護ステーション等の協力により、健康

観察や相談対応を確実に行い、病状の変化にも対応できる体制とともに、生活支援

を継続し、安心して療養いただける体制を整えてまいります。ワクチン接種につき

ましては、感染拡大防止及び重症化予防の観点から、３回目接種を開始しており、

医療従事者、福祉施設の入所者と従事者、６５歳以上の高齢者及び６４歳以下の方

の一般接種を計画的に実施しております。あせて、５歳以上１１歳以下の小児に対

する接種も郡内共同で実施する予定です。引き続き、１回目、２回目の接種が未完

了の方も含め、希望する町民全てが早期に接種できるよう取り組んでまいります。

今後とも、町民の皆様の生命と暮らしを守るため、感染症の拡大防止に努めるとと

もに、長引くコロナ禍で影響を受けている社会経済活動との両立に全力で取り組ん

でまいります。次に、予算の概要についてご説明申し上げます。令和４年度の当初

予算は、一般会計は１３８億６，１００万円で、前年度当初予算と対比しますと１

５億４，１００万円、率にして１２．５％増の大型予算となっております。特別会

計を合わせた合計額も１７５億４，３５０万円で、前年度対比１３．０％の増とな

っております。この要因は、これまで準備を進めてきました大型事業が、本格的に

着工になることによるものです。歳入の方ですが、大型事業については、国や県の

補助金、過疎債や合併特例債といった償還に対し７０％の財政措置のある有利な起

債を財源としております。また、補助金や起債対象にならない部分は、まちづくり

推進基金や日本一の子育て村推進基金を繰入れ、予算を編成しております。町税で

は大規模な太陽光発電事業の開業に伴い、固定資産税が大きく増加しております。

令和４年度も財政調整基金の繰入れをせず、予算編成を行うことができましたが、

本町の財政状況は引き続き厳しい状況にあります。事務事業や公共施設の管理運営

等の見直しなど、将来に向け持続可能な財政基盤を構築すべく、行財政改善計画を

着実に実行していかなければなりません。続いて、当初予算に盛り込みました主要
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な施策について、令和４年度予算編成方針の重点項目に沿い、順次、ご説明申し上

げます。はじめに、重点項目１、住民や他団体との協働による地域の課題解決につ

いて申し上げます。まず、邑南町地区別戦略発展事業について申し上げます。令

和３年度から各地区で地区別戦略の実践が開始され、ひと・仲間づくり、子育て

環境、福祉、地域資源などのテーマで事業が推進されています。コロナ禍の中で

の活動ではありますが、それぞれ工夫をされ、内容を修正変更しながら取り組ん

でおられますので、今後の展開に期待しているところです。 また、拠点整備等

を目的としたコンペティション事業については、令和４年度においても実施する

予定で、各地区から提案を受付けます。令和３年度に採択された、日和地区の地

域の子育て環境と健康福祉を図る、屋外バスケットコートの整備に続く提案があ

るものと期待しているところです。次に、小さな拠点づくりモデル地区推進事業

について申し上げます。羽須美地域で進めている島根県の「小さな拠点づくり」

モデル地区推進事業は、複数の地域が共同して持続的な地域運営の仕組みづくり

を目指すもので、５年間の事業の３年目を迎えます。口羽地区では、デマンド交

通と路線バスをつなぐ交通機能を併せ持つ「暮らしのターミナル」が、住民議論

から構想され、羽須美支所周辺の整備に向けて設計等の準備を進めます。また、

阿須那地区では、住民による地域運営組織である「あすな地区応援隊」が結成さ

れ、困りごとを住民自身で解決していく有償ボランティア制度が本格稼働しま

す。ほかに、出身者を含む関係人口のつながりづくり、空き家や買い物などの支

援体制を整え、人口減少や高齢化が進む中でも、持続可能な生活機能確保に挑戦

し、モデルとなるようトライ＆エラーを積み重ねているところで、こうした成果

を町内に共有してまいります。 次に、地域での介護予防活動の支援と、ひきこも

り支援について申し上げます。地域での介護予防活動の支援については、各地区で

取り組む第２層協議体等が、多様な事業を活用できるよう、引き続き社会福祉協議

会とともに支援してまいります。中でも、「高齢者つどいの場づくり事業」におい

ては、事業要件を一部見直し、地域にとって、より取り組みやすい事業として拡充

を図ってまいります。ひきこもり支援については、対象者の早期発見や早期支援に

繋がるよう、支援の体制整備や充実を図ってまいります。 より実効的な支援を展開

するために、行政分野では保健、福祉だけでなく教育担当課も連携し、また、関係

機関・関係団体との連携、協働もふまえ、協議会などのネットワークを構築してま

いります。次に、地域公共交通の再編に向けた取り組みについて申し上げます。

邑南町地域公共交通網形成計画に基づき、石見地域のやまびこ号、瑞穂地域のふ

くし号に替わる地域内交通として、令和４年４月１日からタクシー助成事業によ



- 10 -

るデマンド交通を開始することとします。これにより、羽須美地域の「はすみデ

マンド」、そして、石見地域と瑞穂地域の「タクシー助成事業によるデマンド」

と全地域で、デマンド交通の体制が構築されます。そして、より利便性の高い地

域公共交通網の構築に向け、令和４年度からは、地域間を繋ぐ路線バスの再編に

取り組んでまいりたいと考えております。次に、空家等対策協議会ついて申し上

げます。地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしている空き家の対策を、総合

的かつ計画的に展開するため、「邑南町空家等対策協議会」を設置し、令和４年

度に「空家等対策計画」を策定します。計画の策定にあたっては、全町の空き家

調査を行い、実態に即した計画、とりわけ、空き家を予防する視点についても十

分に盛り込んだ、地域との連携を重視した内容にしていきたいと考えておりま

す。次に、広島広域都市圏への参画について申し上げます。広島広域都市圏は、

人口減少・少子高齢社会であっても圏域全体の経済成長や、生活関連機能サービ

スの向上に取り組み、自律的で持続可能な発展を目的としており、邑南町は、令

和４年度から広島広域都市圏へ加入し、４７事業について相互連携をしていくこ

ととしています。今後は、相互連携する各事業を通じて、“住み続けたい”“住

んでみたい”まちづくりに繋げていくことを、都市との連携の中で目指してまい

ります。次に、大学との連携協定に基づく取り組みについて申し上げます。令和

４年度から、島根県立大学の２回生による地域プロジェクト研究を邑南町地区別

戦略発展事業との連携事業として実施する予定です。今後は、毎年度、県立大学

の学生が邑南町に足を運び、フィールドワークを通じて地域を学ぶとともに、邑

南町民とのかかわりの中で、町と大学、大学生と地域を結ぶ取り組みが始まりま

す。次に、島根大学との連携では、地域コミュニティのあり方についての共同研

究として、令和４年度も引き続き井原地区での調査研究を行うとともに、新たに

布施地区での調査研究も行ってまいります。人口減少下で、地域への負担は大き

くなるばかりですが、１０年後、２０年後も持続可能な地域コミュニティを形成

していくために、令和４年度には地域コミュニティのあり方検討委員会を設置

し、これからの地域コミュニティのあり方について協議を進めてまいります。次

に、観光推進について申し上げます。令和２年度に策定した「邑南町観光戦略」に

基づき、令和４年度も引き続き、関係人口創出の取り組みとして、「新しい観光の

学校」の取り組みを継続してまいります。講座の受講生の皆さんが、関係人口創出

の新たな担い手として、邑南町と関係人口との架け橋となってくれるものと考えて

います。加えて、町内関係事業者を中心に「アフターコロナ観光推進検討会議」を

開催し、新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受けた観光産業の再興を図る
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とともに、株式会社ぐるなびとの連携協定を活用した情報発信の取り組みを強化し

てまいります。 続いて、重点項目２、活力と魅力あふれる産業づくりについて申し

上げます。まず、脱炭素社会の推進と新電力会社の設立について申し上げます。２

０５０年のカーボンニュートラル実現に向けた取り組みの一環として、邑南町と民

間事業者の共同出資による新電力会社「おおなんきらりエネルギー株式会社」を設

立致しました。この新電力会社は、脱炭素社会への移行のため、再生可能エネルギ

ーの地産地消と、地域経済循環の確立に大きな役割を果たすものと期待しておりま

す。また、設立する新電力会社が多くの皆様から親しまれる事を願い、「おおなん

きらりエネルギー株式会社」のロゴを広く募集しております。この新電力会社の設

立を機に、環境と経済を両立させた脱炭素先行地域づくりを本格化させてまいりま

す。次に、道の駅瑞穂再整備事業について申し上げます。令和４年度におきまして

は、基本設計を基とした実施設計と融雪設備の設計を行うとともに、関係機関との

協議、町民の皆さまへの説明を引き続き行いながら事業を推進してまいります。次

に、農業振興について申し上げます。まず、水田園芸作物の産地化については、引

き続き、ブドウ神紅の産地化に向け、神紅栽培用リースハウスの整備を１．３ヘク

タール程度進めていきます。また、おーなんアグサポ隊は新たに４名を採用し、合

計１２名で神紅による就農モデルを実践してまいります。また、水田園芸作物への

転換を進めるため、新たに白ネギとブロッコリーを対象作物とし、産地交付金を上

乗せ支援してまいります。次にスマート農業推進についてですが、中山間地域等直

接支払制度は、交付金全体で２億４，０４９万２，０００円としており、その内、

生産性向上加算に９集落協定が、引き続き取り組まれます。次に、有害鳥獣対策に

ついてですが、従来の鳥獣対策に加え、令和３年度から緊急鳥獣被害防止対策集落

支援事業を実施しております。鳥獣対策が集落ぐるみで効果的な取組となるよう引

き続き支援してまいります。次に、農家のセーフティネット構築支援につきまして

は、収入保険への新規加入者を対象として、加入者が負担する保険料の２分の１相

当額を補助してまいります。次に、有機農業の振興につきましては、有機農業産地

づくり推進緊急対策事業に取り組み、環境にやさしい農業推進をより一層進めてま

いります。次に、農福連携について、邑南町農福連携等推進協議会により、障がい

や、障がい者理解を進め、農福連携ビジョンの策定や、農福連携の輪を広げる取組

を進めてまいります。次に、農産物出荷の維持・拡大について、道の駅瑞穂再整備

に向け、引き続き直売所への出荷者や出荷量確保の取組を進めてまいります。ま

た、法令に定められた衛生管理を行うことができる施設の整備費用を支援し、加工

品の生産・出荷が継続されるよう取り組んでまいります。次に、林業振興について
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申し上げます。森林環境譲与税譲与額は、４，５１９万６，０００円を予定してお

ります。この財源を活用して引き続き、おおなん未来へつなぐ森づくり事業を実施

し、森林整備や人材の育成、森林資源の利用促進等の取組を進めてまいります。次

に、森と暮らしの未来創造プロジェクトについて申し上げます。このプロジェクト

は、森林環境の維持や、木の温もりを知る活動等を有機的に結びつけ、森林環境の

維持や、子育て支援、さらにはこの取り組みに関わる人々、いわゆる関係人口の拡

大を目指すものであり、令和４年度はプロジェクト計画を策定することとしていま

す。次に、特定地域づくり事業協同組合について申し上げます。特定地域づくり事

業協同組合については、現在、島根県からの特定地域づくり事業の認定と、労働局

への派遣事業届出の手続きを並行して進めているところです。これらの認可が降り

れば今月、３月中に派遣事業が開始できる見込みです。派遣事業開始後は、特定地

域づくり事業協同組合の仕組みを活用し、町とおおなん地域づくり事業協同組合が

連携しながら、派遣職員の１年を通した就業機会と、安定した収入を確保する体制

の確立を目指してまいります。続いて重点項目３、子どもの健やかな成長と学びの

機会の保障について申し上げます。まず、子ども健康サポートネットワークの推進

について申し上げます。邑南町の子どもたちが抱える健康課題を解消し、健やかな

成長を促進することを目的に、島根大学医学部小児科、邑智病院小児科、島根県、

町内小中学校、保育所などの関係機関とともに、町全体として小児医療と連携した

ネットワークを構築しており、令和３年度は喫緊の課題である新型コロナウイルス

感染症への対応策を検討しました。令和４年度も関係機関と優先課題を検討し、解

決に向け連携しながら取り組んでまいります。次に、日本一の子育て村を目指す新

年度の取り組みについて申し上げます。令和３年度に引き続き、邑南町の子育

ち・子育てに関わるすべての方々の共通理念となる条例づくりに向けて、関係機

関の意見も伺いながら条例制定に向けて取り組んでまいります。また、令和４年

度も住民会議を開催し、まちづくりへの町民参加のすそ野を広げる取り組みを、

引き続き推進してまいります。なお、条例制定の理念には、子どもの権利尊重とい

う視点も重要となることから、子どもまるごと相談室でも、保護者からだけでな

く、子どもからの相談も受けて支援につなぐマネジメント機能の強化にも努め、相

談体制の充実を図ってまいります。次に、矢上高校の振興について申し上げま

す。令和４年度も矢上高校の志願者倍率は１倍を超え、３年連続で入学志願者の

倍率は１倍を超える状況が続いているところでございます。また、町内入学志願

者が将来ビジョンの目標に掲げる７０％をほぼ達成することができました。今後

もさらに安定した入学志願者確保のため、「矢上高校と地域の未来をつくる会」
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と連携して、魅力化事業を着実に推進してまいりたいと考えています。その中

で、新年度から江津市桜江町方面からの通学支援便の運行を計画し、さらなる通

学環境の強化充実に努めてまいりたいと考えています。また、令和４年度は、新

たな研修施設の建築工事に着手し、令和５年度から利用を開始する見込みです。

完成すれば全居室が２人部屋仕様になり、生活環境が向上するものと考えていま

す。通学環境と寄宿舎環境の整備にあわせ、魅力化事業を高校とともに推進し、

令和４年度も引き続き、地元中学生に加え、町外・県外の中学生にも魅力的な高

校となるよう一層努めてまいります。次に、全世代向けプログラミング公営塾に

ついて申し上げます。全世代向けの「プログラミング公営塾」は、これまでに小

学１年生から８０歳代まで大変幅広く、たくさんの方が参加されています。令和

４年度は、これまでの「スクラッチコース」、「ものづくりコース」に加え、プ

ログラミング言語Ruby（ルビー）を学ぶ「エンジニアコース」を新たに加わり
ます。今後もプログラミング公営塾を通して、情報通信技術をうまく利活用でき

る人材の育成、新たな付加価値の創出、そして世代間交流の場づくりを目指して

まいります。続いて重点項目４、誰もが生涯元気なまちづくりについて申し上げま

す。まず、健康づくりや介護予防について申し上げます。青壮年期から高齢期に至

るまで、切れ目なく健康づくりや介護予防を実践し、健康寿命の延伸を図ることを

目的としてフレイルを早期に発見し、必要な支援に結びつける等の取り組みをいっ

そう拡充し、効果的な事業展開を図ってまいります。また、地域包括ケアシステム

については、高齢者を取り巻く様々な課題解決の検討が、今後も引き続き必要な状

況となっていますので、社会福祉協議会に委託実施中の生活支援コーディネーター

による各地域への支援を継続し、複合的な地域課題の解決や、医療・介護連携の必

要性もふまえ、町内の多様な機関との連携を図り推進してまいります。次に、邑南

町地域医療構想に基づく医療機能の確保と医療福祉従事者確保・育成の取組強化に

ついて申し上げます。本町では、令和３年度に策定した「邑南町地域医療構想」に

基づき、町に必要な医療機能の確保及び医療福祉従事者の確保・育成の取組を強化

し体制整備を図ります。医療機能の確保では、新型コロナウイルス感染症対策など

に必要な医療提供体制の維持と、強化に努めるほか、町内民間診療所を守っていく

ことを目的に、新規開設又は事業承継を支援する交付金制度を創設します。また、

医療福祉従事者確保・育成では、推進専門員の配置、訪問アプローチの強化、人材

バンクの拡充などに努めてまいります。最後にその他の方針を申し上げたいと思い

ます。デジタル技術を活用した経営改革、いわゆるデジタルトランスフォーメーシ

ョンについて申し上げます。令和３年９月１日に「地方公共団体情報システムの標
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準化に関する法律」が施行され、ガバメントクラウド利用の動きが大きく加速して

きております。本町としましても、ガバメントクラウド利用にむけ、邑智郡総合事

務組合や川本、美郷両町とともに情報交換を行ってきており、今後は各業務のワー

キンググループ会議を開催し、利用開始に向けた問題点の洗い出し等を行う予定と

しております。令和４年度における具体の動きとしては、「転出転入手続きワンス

トップ化」や「国民健康保険標準化システム導入」など徐々にではありますが、標

準化システムへの対応や導入への動きが出てまいります。また、本町単独で行う行

政サービスにつきましては、今回議会にお示しした「邑南町デジタル変革ビジョ

ン」に基づき、ユーザー中心の考え方でデジタルトランスフォーメーションを推進

し、ユーザーが便利さを実感できる事業を実施してまいります。次に、新可燃ごみ

共同処理施設等整備計画について申し上げます。本年３月いっぱいをもって完成の

運びとなりましたので、令和４年度からは、いよいよ新可燃ごみ共同処理施設およ

び一般廃棄物処理最終処分場につきましては供用開始となります。次に、国民健康

保険事業について申し上げます。現在、国により自治体の情報システムの標準化が

進められており、国保についても、国や県の補助金を受けて、令和４年度末に国保

事務の標準システムを導入する予定です。現在、邑智郡３町と邑智郡総合事務組合

で、ベンダーと導入に向けた準備作業を行っております。次に、国民健康保険税に

つきましては、２年ごとに税率の見直しを行っており､令和３年度において見直しを

実施いたしましたので、当初予算では令和３年度と同じ税率で税収を算出し予算編

成を行っております。次に、国保直営診療所事業について申し上げます。阿須那診

療所ほか３診療所においては、引き続き感染症対策をとりながら､かかりつけ医とし

て地域に密着した診療を担ってまいります。矢上診療所においては、毎週木曜日に

公立邑智病院との医師相互派遣の実施をしているほか、隔週土曜日診療では、平日

通院することが困難な方に対する診察や、予防注射等が可能なため、多くの皆様に

ご利用いただき地域に浸透してきたところです。引き続き、島根県や関係機関のご

協力をいただきながら、より良い診療体制を整えてまいります。次に、後期高齢者

医療制度の改正について申し上げます。後期高齢者医療における窓口負担割合の見

直しが行われ、令和４年度から実施されます。令和４年１０月１日から、後期高齢

者医療制度の被保険者のうち、一定以上の所得のある方は、現役並み所得者を除

き、医療費の窓口負担割合を２割とするものです。次に、建設関係の事業について

申し上げます。まず、国県道整備事業ですが、国道２６１号の改修促進、主要地方

道におきましては浜田作木線、田所国府線の改良促進を要望してまいります。治水

対策として、江の川の堤防整備や両国橋の嵩上げの早期採択、江の川水系に関しま
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しては、出羽川の三日市工区、吉時工区の河川改修事業の促進を要望してまいりま

す。次に、町道の整備事業についてですが、落石対策、町道あるいは橋を中心とす

るインフラ長寿命化対策、通学路の安全対策を重点に事業を進めてまいります。具

体的には、町道日南川上田線の災害防除事業、大向橋の橋りょう修繕工事、通学路

の安全対策として、石見中央線の石見中学校付近の歩道整備を実施する予定でござ

います。また、改良事業としまして高見宇都井線、和田線、片田善教寺原線、簾金

比羅線の４路線を実施する予定でございます。住宅の整備でございますが、公営住

宅１戸を下口羽に建設する予定でございます。また、若者定住住宅を日貫に建設す

るための用地取得や測量設計業務を行う予定でございます。次に、上下水道関係の

事業について申し上げます。下水道事業は、令和６年４月１日地方公営企業法適用

化に向け、公営企業会計システムの導入を行い、法適化の支援業務を委託する予定

でございます。農業集落排水施設は、令和４年度から６年度に国庫補助事業による

瑞穂地域遠方監視システム改修事業を実施する予定であり、また、令和５年度以降

の国庫補助事業によるその他の建設改良事業を実施するために、維持管理適正化計

画及び最適整備構想を策定する予定でございます。特定環境保全公共下水道は、ス

トックマネジメント事業による建設改良を実施する予定でございます。生活排水施

設は、循環型社会形成推進交付金事業による合併浄化槽の設置を行う予定でござい

ます。上水道事業は、老朽管更新のため、生活基盤施設耐震化等交付金事業よる布

施、市木、日和の配水管布設工事や布施地区の測量設計を実施する予定でございま

す。町単起債事業として、邑南町町水道施設整備事業による邑南町上水道遠方監視

装置改修工事やその他水道施設改良工事等を行っていく予定でございます。また、

水道事業ビジョン策定事業を昨年度に引き続き実施し、建設改良計画や収支計画の

見直しを行う予定でございます。最後に、１月３０に発生した、香木の森公園内遊

具による転落事故への対応について申し上げます。事故発生を受け、町内の全管理

施設において遊具の利用を中断し、一斉緊急点検を実施しました。安全が確認でき

た施設から利用を再開しております。一方、さらに詳細な調査を要する施設につき

ましては、安全が確認できるまで引き続き利用禁止を継続するとともに、必要な修

繕の実施や、場合によっては撤去等も検討してまいります。併せて、遊具以外の施

設全般につきまして、全庁的な対策会議を実施し、改めて安全性の確保について、

全施設点検の実施を指示致しました。また、二度とこのような事故が起きないよ

う、全庁的に統一した基準により施設の安全が確保できる体制を構築し、行政シス

テムと安全を最優先する組織風土・文化の構築に取り組んでまいります。以上、当

面の町政運営に臨む私の基本的な考え方と、主要な施策について申し上げました
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が、町民との対話を基本とし、行政課題に的確に対処するべく、全精力を傾注して

まいる所存でございます。何卒、議員各位と町民の皆様の、率直なご意見とご指導

を賜りますようお願い申し上げます。なお、本定例会に提案致します議案は、人事

案１件、条例案１８件、補正予算案７件、当初予算案７件、その他の案件１１件、

合せて４４件としております。何卒、慎重にご審議の上、適切な議決を賜りますよ

うお願い申し上げます。

●石橋議長（石橋純二） 以上で、町長施政方針は終了いたしました。ここで、休

憩に入らせていただきます。再開は、午前１０時２５分とさせていただきます。

―― 午前 10時 13分 休憩 ――

―― 午前 10時 25分 再開 ――

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第４ 教育方針 ）

●石橋議長（石橋純二） 再開いたします。日程第４、教育方針。これより教育長

に教育方針を行っていただきます。

○土居教育長（土居達也） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 土居教育長。

○土居教育長（土居達也） 令和４年３月定例議会にあたり、令和４年度邑南町

教育行政の方針と主な施策について申し上げ、皆様方の御理解と御支援を賜りたい

と思います。まず、はじめに新型コロナウイルス感染症への対応について述べま

す。新たな変異株が拡大しないとも言えません。これまでの感染対策を続けるとと

もに、学校の長期休業期間の短縮や、可能な範囲で学校行事を早い時期に計画する

など、子どもたちの教育活動の確保に努めます。はじめに、教育の大きな方向性に

ついて二点述べます。一点目は、邑南町の担い手についてです。邑南町が持続可能

な町であるためには、「いま」と「これから」を担う人が育つような環境づくり

が、とても重要だと考えています。どんな町にしていくのか、そのためには、社会
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教育の取組がどのようであればよいのか、また、どんな子どもたちを育てなければ

ならないのか。そして、だれが、その役割を担うのか。とても、大切なことである

と考えます。子どもたちは、「いま」を生きる大人たちの姿や価値観から学びま

す。大人が地域を大切に思い、よりよくしていこうとするなら、またその取組を楽

しみながら行うなら、そのように後を引き継いでいくのではないでしょうか。その

意味においても社会教育、とりわけその最先端である公民館のあり方は、とても重

要なものと考えます。こうした地域社会づくりを進める一方で、私たちの「隣人」

である、子どもたちをどんな人間に育てるのか、という課題もあります。これから

の社会を生きていくために、論理的思考力や読解力など、学校に任せなければ、育

たない力があります。また、社会力や非認知能力など地域や地域と学校が一緒にな

ってこそ育てられる力もあります。このような、学校と地域の協働による教育活動

の取組が、より充実したものになるよう、教育委員会あげて支援していきます。こ

うした、いわゆる「地域とともにある学校づくり」の取組は、住民との連携・協働

の教育版です。この考えを広げて公民館が、「町民と行政の協働づくりの場」とな

るよう一層努めます。また、これからの公民館は、講座の開催を中心におくのでは

なく、地域住民の学びや交流の中から、生活課題や地域課題を見出し、住民自らが

よりよい地域づくりに向けて取り組んでいけるよう支えていきたいと考えます。二

点目は、多様性教育の推進についてです。私たちが生活する学校、地域、職場、家

庭を問わず、性別や国籍、障がいの有無や年齢、立場などの違いを互いが認めあう

関係をつくりだすことが、これからの社会ではとても大切となります。新しい学習

指導要領においても、持続可能な社会の創り手となるためには、多様な人々と協働

しながら、様々な社会変化を乗り越える力が必要になると、述べられています。こ

れからを生きていく子どもたちは、もちろんのこと、今を生きる私たち大人も、

様々な違いを超え、お互いが認めあい、分け隔てなく意見が言える関係づくりが、

持続可能な邑南町となるために、とても大切なことと考えます。学校教育、社会教

育において多様性教育の推進を図っていきます。以上のことを大切にして、取組を

進めます。次に教育委員会の所管する主な施策について述べます。はじめに、学校

教育について述べます。まず、多様性教育の推進についてです。先ほど、述べまし

たように多様性教育の推進は、子どもたちが安心して学校生活を送る上でも、ジェ

ンダーや性の多様性など、これからの時代を生きる上でも、とても大切な教育で

す。また、多様性教育は、ちがいを豊かさに変えるとともに、差別を許さない教育

でもあります。「いじめ」など、子どもたちの人間関係やちがいから起こる問題

の、未然防止の取組として、子どもの権利条約に基づく学校づくりを進めます。ま
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た、学級で起こる問題を、自分たちで解決できるような自治能力を育てる取組を推

進していかねばなりません。そのための取組の一環として、教職員を対象にした、

多様性教育研修講座の悉皆を段階的に進めるよう計画しています。次に、多様な課

題を抱える子どもたちへの支援についてです。学校には様々な課題を抱えている子

どもたちがいます。様々な理由によって学校に通えない子ども、学びづらさがある

子ども、家庭での問題を抱えている子どもなど様々です。学校を中心にしながら、

通級指導教室、たけのこ学級、行政、専門機関とが連携しながら、個々の子どもた

ちにふさわしいあり方を探り、支援していきます。また、必要に応じスクールカウ

ンセラーや、スクールソーシャルワーカーの活用を図ります。また、通常の学級に

いる、学びづらさのある子どもなどを支援する、町の支援員を継続して配置を計画

しています。次に、学びあい学習の推進についてです。学校生活の中で、一番多く

の時間を占める学習時間を、「分かりあう」時間にするため、学び合い学習を推進

します。学び合うことを通して、論理的に考え、表現する力を育てます。また、学

び合い学習は、子どもたちを学ぶ主体にし、課題を協働で解決する学習形態の一つ

ですが、学び合うことを通して、水平な人間関係づくりを学ぶことも大切にしてい

ます。どんな意見や考えであろうと大切にし、認めあい、聞き合い、高め合うこと

が、これからを生きる子どもたちに、必要な協働することができる力です。モデル

校方式を継続し、専属講師を学校に派遣するなど、授業実践を通した推進を図るよ

う計画しています。次に、ふるさと学習・キャリア学習についてです。子どもたち

の学ぶ意欲の一つに、「学ぶ目的」があります。ふるさと学習は、地域の課題解決

や資源の生かし方について学ぶ学習です。地域の方と一緒に学ぶこと、また様々な

場面で活動されている大人と出会う場でもあります。そこでは、教科学習を生かし

たり、深めたりすることはもちろん、地域の大人の生き方を学ぶことができます。

そんな体験が、学ぶ目的や「やがての隣人」にもつながると考えます。ふるさと学

習の集大成である「おおなんドリーム学びの集い」を継続して実施します。また、

子どもたちの豊かな生き方を支援するために、ＪＡしまねおおちから野菜づくりの

指導員をモデル校に派遣していただいたり、医療・福祉学習の小中の連携強化を図

ったりなどの取組を計画しています。こうした小規模校ならではの取組を、ふるさ

と学習のみにとどめず、英語の発音指導、フィンランドとのネットを活用した交流

などの取組を支援していきます。次に、情報活用や読解力育成の推進についてで

す。人工知能時代を生きる子どもたちは、多くの仕事を人工知能によって奪われる

可能性があると指摘されています。そうならないようにするためには、人工知能が

不得意とする力を育てていく必要があります。その力とは、読解力であると言われ
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ています。読解力を測るため、教科書の記述などをもとにして、開発された読解力

テストの受検を、令和３年度、町内全６年生に実施しました。読解力テストの結果

と全国学習状況調査、いわゆる全国学力テストとの相関関係を調べた結果、読解力

が劣る子どもたちは、全国学力テストの結果も芳しくないということが分かりまし

た。とくに算数において相関関係が高いとの結果を得ました。この結果を受け、教

科書の記述が、十分理解できない子どもたちがいるという前提に立ち、日々の授業

の改善を図ります。また、読解力と関係の深い語彙数を増やすため、低学年から辞

書に親しむ学習を継続するよう計画しています。そして、説明文を読み解き、説明

のあり方を検討する力を育てる授業づくり講座の開設。さらに、情報の収集から考

えをつくり、表現する情報活用能力を、あらゆる教科学習を通して、また小中一貫

した取組を継続、強化していきます。そのため、情報活用教育講座受講の悉皆を段

階的に進めるよう計画しています。また、本に親しむ習慣形成になくてはならない

存在として、全小中学校へ図書館司書の配置を継続するよう計画しています。次

に、ＩＣＴ機器を活用した学習の取組についてです。令和３年度に全児童生徒に整

備しました、タブレット端末機器は、情報活用教育を基本にしながら、学習の道具

として、また、プログラミング学習や、情報収集としての活用を図ります。また、

これまでの紙でのドリル学習に替え、繰り返し練習できる端末でのドリル学習にす

ることを、保護者の理解を得て、一部の教科において試行したいと考えています。

インターネットを活用し、様々な町内外の人と交流活動も実施できるよう支援して

いきます。また、活用方法など教職員の研修は、情報みらい創造課や専門家、関係

機関と連携して行うよう計画しています。次に、部活動の段階的な地域移行につい

てです。中学校の部活動が令和５年度から、段階的に地域移行するようガイドライ

ンが示されています。その対応として、令和４年度は、町内中学校の部活動を対象

にして、地域移行をモデル的に試行するよう計画しています。指導者の確保、指導

のあり方など、多くの課題が出てくると思いますが、それらの解決を図りながら、

数年かけて全面実施できるよう努めていきます。次に宇宙航空研究開発機構と島根

大学、町内小学校をつないだ天体学習についてです。宇宙航空研究開発機構と島根

大学と町内小学校をネットでつなぎ、天体観察の仕方や楽しさ、月の満ち欠けの不

思議さなど、天体学習を展開できるよう計画しています。また、ネットとつなぎ、

日本以外の天体カメラを利用し、昼間でも実際の星空を観察するなど、天体学習を

深める事ができます。次に生涯学習関係について述べます。はじめに社会教育の推

進についてです。社会教育の実践的最先端な場は、公民館です。ここでの活動が、

邑南町を持続可能な町にしていく原動力であると考えます。邑南町は、平成１９年
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に、まちづくり基本条例を制定しました。この条例の目的を実現するため、行政と

町の相互理解による協働づくりが謳われています。また、第５章には、「コミュニ

ティ」について掲げられ、町民の役割やコミュニティの育成について述べられてい

ます。公民館は、このまちづくり基本条例に基づき、町民の皆さんが、自らが住む

地域に誇りと愛情を持ち「自分たちの地域は自らの手で創りあげる」という、いわ

ゆる住民自治の意識を培うことが大切だと考えます。地域からは、担い手不足など

地域づくりへの課題が出されています。その課題に応えるためにも、時間はかかる

かも知れませんが、公民館では、まずは顔の見える小さな関係づくりからはじめま

す。そこでの会話や対話の中から出てくる小さな生活課題を仲間と共有し、よりよ

い生活のために、一緒に取組、やり遂げたという達成感。そして、仲間から必要と

されているという肯定感や、仲間を自分も認めているという相互の承認。そういう

ものが重なり合って生まれる、うれしさや楽しさがやらされ感ではなく、自分たち

の地域のことだという、当事者意識につながっていくと考えられています。そし

て、その当事者意識が、やがては「自分たちの地域は自らの手で創りあげる」とい

う、住民自治を実現することになるものと考えます。地域での生活を、よりよいも

のにしていくために、様々な小さな仲間やグループが、それぞれに活動し、またお

互いがゆるやかにつながり合って、自然に、無理なく地域を変えていく。公民館

は、そんな地域づくりを支援したいと考えています。つまり、公民館は、住民の皆

様方への必要最低限の学びの場を提供しつつも、講座主義に陥らず、小さな関係づ

くりを大切にしていきたいと思います。その小さな関係から、生まれる生活課題を

見える化したり、取組を進めるための情報提供したり、他の機関につないだりする

など、住民主体の活動になるよう、支援を行っていきます。人を育てる公民館か

ら、人が育つ公民館への変換です。答えの出し方は、それぞれの地域で異なります

し、答えは、一つではないと思います。時間もかかると思います。町民の皆様方の

御理解をお願いいたします。次に、共生社会の実現についてです。邑南町は、オリ

ンピック・パラリンピックのホストタウンとして、国の指定を受けています。令和

４年度においても、国の特別交付金や県の補助金が活用できることになりました。

この事業を活用し、これからもパラアスリートとの交流など、障がい者理解を広げ

る学習を進めていきます。こうした共生社会の実現には、障がい者理解を含め違い

を豊かさにかえていく多様性教育の推進が大切になります。まちづくり基本条例の

第５章でも謳われている、「コミュニティの育成」の実現においても、誰をも大切

にする水平な人間関係づくりが必要になります。人権学習のベースになる多様性教

育を人権啓発推進講座において継続していくよう計画しています。また、新型コロ
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ナウイルス感染症拡大のために、延期していますフィンランドのゴールボールチー

ムの合宿招致や、中高生の派遣などの活動は、感染状況を把握した上で判断してい

きたいと考えています。次に、地域学校の推進についてです。方針で述べました

「地域とともにある学校づくり」では、育てたい子ども像は、中学校区で共有し、

その具現化は、各学校や公民館エリアでの活動としています。地域学校は、その活

動拠点の大切な一つであると考えています。中学生と小学生が一緒に活動するな

ど、新しい活動のあり方が期待できます。実践交流会の開催など、その充実のため

の支援を計画しています。また、その一環としてＰＴＡと共同しながら、夏季休業

中の川遊び場づくりをモデル的に試行したいと考えています。次に、現代的な課題

への取組についてです。私たちの生活をよりよくしていくために、様々な課題につ

いての学びが必要になっています。これまで個別に学習してきました、健康、福

祉、環境問題や食育、ジェンダー平等などの、現代的な課題については、持続可能

な開発目標であるＳＤＧｓの視点から見直し、講座の開催など、取組を継続してい

くよう計画しています。また、「知る」から「気づき」に、そして講座に参加した

人同士の取組につながっていくよう学習展開の工夫に努めます。次に、社会体育の

推進についてです。町民の皆様方の健康づくりの一環として、フィンランド協会に

よるノルデｨックウォークの普及活動を支援していきます。スポーツ活動からの共生

社会の実現をめざしスポーツ指導員会とともに、障がいの有無にかかわらず、だれ

もが取り組むことのできる競技の普及に努めます。また、障がい者理解の一環とし

て学校や地域でのゴールボール体験活動にも取り組むよう計画しています。次に、

文化財関係についてです。令和３年１０月に、久喜銀山遺跡が国の史跡への登録が

決まりました。これまで、保全活動に携われました地元の皆様、調査指導委員の皆

様方に、厚く御礼申し上げます。国の史跡への登録を受け、令和４年度から２年を

かけ、保存活用計画を策定する計画にしています。策定作業と平行して、久喜銀山

遺跡の歴史的価値について、子どもたちも含め、町民の皆様方への理解が広がって

いくよう努めます。また、邑南町には、久喜銀山遺跡のほか、多くの鈩に関する遺

跡が残っています。文化財としての価値を町民の皆様方に理解していただけるよう

努めます。最後に、改修・修繕関係についてです。はじめに、学校施設関係につい

てです。石見中学校の実施設計は、令和３年度中の完了予定です。令和４年度から

改築工事に着工し、令和５年度末には、校舎、体育館の完成を予定しています。ま

た、学校のトイレ洋式化第１期工事の実施を計画しています。工事の完成により町

内小中学校の洋式化率は、約４０％から６０％に上がります。子どもたちの安全確

保のため、小中学校の遊具や鉄棒などの、専門業者による安全点検を実施するよう
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計画しています。次に生涯学習施設関係です。羽須美体育館は、令和３年度に耐震

診断を実施していることから、利用者の皆様には、大変ご不便をおかけしていま

す。耐震診断の結果によっては、補強工事を実施し、安心してご利用いただけるよ

う計画いたします。しばらくの間、ご不便をおかけしますこと、御理解いただきま

すようお願いいたします。また、懸案になっています井原公民館の改築について

は、関係各課、地元関係者との協議を継続していきます。以上、令和４年度の教育

行政の概要について申し上げました。今後とも、議員の皆様をはじめ、町民の皆様

方の御理解と御支援をいただきますようお願いいたします。

●石橋議長（石橋純二） 以上で、教育方針は終了いたしました。ここで、換気

のため休憩に入らせていただきます。再開は、午前１１時とさせていただきます。

―― 午前 10時 50分 休憩 ――

―― 午前 11時 00分 再開 ――

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第５ 行政報告 ）

●石橋議長（石橋純二） 再開いたします。日程第５、行政報告。町長の行政報告

及び諸般の報告につきましては、お手元に配布のとおりでございます。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第６ 報告事項 ）

●石橋議長（石橋純二） 日程第６、報告事項。報告第１号、専決処分の報告につ

いて、報告第２号、例月現金出納検査結果報告について、報告第３号、令和３年度定

期監査報告について、以上３件について、それぞれ報告がありました。お手元にその

写しを配布しておりますので、ご了承ください。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第７ 議案の上程・説明・質疑・討論・採決 ）
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●石橋議長（石橋純二） 日程第７、議案の上程、説明、質疑、討論、採決に入り

ます。議案第６号 人権擁護委員候補者の推薦について、を議題とし、議案の上程、

説明、質疑、討論、採決に入ります。提出者からの提案理由の説明を求めます。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 提案理由説明 ）

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） 議案第６号の提案理由を御説明申し上げます。人権擁護

委員候補者の推薦につき、意見を求めることについてでございますが、最近の人権擁

護行政をとりまく情勢は、幼児、児童に対する虐待やいじめ、体罰など子供に関する

問題、高齢者や障がいのある人に関する問題、あるいは夫婦間、親子間の問題など多

岐にわたり複雑化しております。こうした地域社会の中にあって、人権擁護委員はこ

れらの諸問題に理解をもって取り組み、気軽に相談に応じ、その解決に熱意を有する

候補者を法務大臣に対し、推薦するために議会に意見を求めるものでございます。議

案６号において推薦につき、意見を求めようとする植田（うえだ）ひとみ氏につきま

しては、長年にわたり障害者支援施設で勤務され、現在も社会福祉協議会の後見支援

員して活躍されており、地域の信頼も厚く、人格、見識ともに優れておられることか

ら奈須（なす）和子（かずこ）氏が任期満了を迎えるにあたり、新たにお願いしたい

と思っておりますのでよろしくお願いいたします。

●石橋議長（石橋純二） 以上で、提出者からの提案理由の説明は、終了いたしま

した。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 質疑 ）

●石橋議長（石橋純二） これより、質疑に入ります。はじめに、議案第６号に対

する質疑はありませんか。
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（「ありません」の声あり）

●石橋議長（石橋純二） 無いようですので、議案第６号に対する質疑を終わりま

す。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 討論・採決 ）

●石橋議長（石橋純二） これより、討論、採決に入ります。議案第６号に対する

討論に入ります。反対討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

●石橋議長（石橋純二） 賛成討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

●石橋議長（石橋純二） 無いようですので討論を終わり、これより採決に入りま

す。議案第６号に賛成の方の挙手を求めます。

●石橋議長（石橋純二） はい、全員賛成。したがって、議案第６号、人権擁護委

員候補者の推薦についてにつきましては、意見無しとして答申することに決定をいた

しました。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第８ 議案の上程・説明 ）

●石橋議長（石橋純二） 日程第８、議案の上程、説明に入ります。議案第７

号、指定管理者の指定についてを上程いたします。議案第７号につきましては、

私、議長の石橋に直接の利害関係のある事件と認められますので、地方自治法第１

１７条の規定によって退場いたします。議長の私が退場いたしますので、その間の

議長につきましては、漆谷副議長にお願いをいたします。よろしくお願いいたしま

す。
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(議長退場並びに副議長議長席へ着席)

●漆谷副議長（漆谷光夫） 議長が除斥により退場いたしましたので、地方自治

法第１０６条第１項の規定により、副議長の私がその職務を行わせていただきま

す。それでは、議案第７号、指定管理者の指定について、提出者からの提案理由の

説明を求めます。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 説明 ）

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●漆谷副議長（漆谷光夫） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） 議案第７号の提案理由を御説明申し上げます。議案第

７号、邑南町ほたるの館の指定管理者を邑南町商工会に指定することについて議会

の議決を求めるものでございます。

●漆谷副議長（漆谷光夫） 議案第７号指定管理者の指定について、提案理由の

説明が終わりました。ここで、退場されております、石橋議長の入場を求めます。

これで、議長としての職務はすべて終了いたしました。皆さんのご協力、誠にあり

がとうございました。

(漆谷副議長は議長席を退席、石橋議長着席)

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第８ 議案の上程・説明 ）

●石橋議長（石橋純二） 続いて、議案第８号、指定管理者の指定について、議

案第９号、指定管理者の指定について、議案第１０号、指定管理者の指定につい

て、議案第１１号、指定管理者の指定について、議案第１２号、邑南町ふるさと、

水と土保全対策基金条例の廃止について、議案第１３号、邑南町課設置条例の一部

改正について、議案第１４号、邑南町個人情報保護条例の一部改正について、議案
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第１５号、邑南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について、議案

第１６号、邑南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、議案第１７

号、邑南町消防団条例の一部改正について、議案第１８号、邑南町消防団員等公務

災害補償条例の一部改正について、議案第１９号、邑南町町営バス条例の一部改正

について、議案第２０号、邑南町国民健康保険税条例の一部改正について、議案第

２１号、邑南町高額療養費貸付基金条例の一部改正について、議案第２２号、邑南

町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につい

て、議案第２３号、邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定

子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正について、

議案第２４号、邑南町町営住宅管理条例の一部改正について、議案第２５号、邑南

町町道の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正について、議案第２６号、邑

南町保健センター条例の一部改正について、議案第２７号、邑南町医療福祉従事者

確保奨学基金条例の一部改正について、議案第２８号、邑南町スクールバス条例の

一部改正について、議案第２９号、邑南町奨学基金条例の一部改正について、議案

第３０号、財産の取得について、議案第３１号、邑南町辺地に係る公共的施設の総

合的な整備に関する財政上の計画の策定について、議案第３２号、邑南町辺地に係

る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定について、議案第３３

号、邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定につ

いて、議案第３４号、邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上

の計画の策定について、議案第３５号、邑南町と広島市との連携中枢都市圏形成に

係る連携協約の締結に関する協議について、議案第３６号、令和３年度邑南町一般

会計補正予算第１３号について、議案第３７号、令和３年度邑南町国民健康保険事

業特別会計補正予算第４号について、議案第３８号、令和３年度邑南町国民健康保

険直営診療所事業特別会計補正予算第３号について、議案第３９号、令和３年度邑

南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第３号について、議案第４０号、令和３

年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第４号について、議案第４１号、令和３年

度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第３号について、議案第４２号、令和３年

度邑南町水道事業会計補正予算第５号について、議案第４３号、令和４年度邑南町

一般会計予算について、議案第４４号、令和４年度邑南町国民健康保険事業特別会

計予算について、議案第４５号、令和４年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特

別会計予算について、議案第４６号、令和４年度邑南町後期高齢者医療事業特別会

計予算について、議案第４７号、令和４年度邑南町下水道事業特別会計予算につい

て、議案第４８号、令和４年度邑南町電気通信事業特別会計予算について、議案第
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４９号、令和４年度邑南町水道事業会計予算について、以上４２議案を一括上程い

たします。提出者からの提案理由の説明を求めます

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 説明 ）

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） 議案第８号から議案第１１号までの提案理由を、御説

明申し上げます。議案第８号から議案第１１号は、指定管理者の指定について、議

会の議決を求めるものでございます。まず、議案第８号、西ノ原集会所の指定管理

者を、西ノ原下常会に指定しようとするものでございます。次に議案第９号、阿須

那集会所の指定管理者を、阿須那町連合常会に指定しようとするものでございま

す。次に議案第１０号、三日市集会所の指定管理者を、出羽自治会に指定しようと

するものでございます。次に議案第１１号、下亀谷集会所の指定管理者を、亀谷自

治会に指定しようとするものでございます。次に議案第１２号の提案理由を御説明

申し上げます。議案第１２号、邑南町ふるさと、水と土保全対策基金条例の廃止に

ついてでございますが、これは基金減少に伴い条例を廃止することについて、議会

の議決を求めるものでございます。議案第１３号から議案第２９号までの提案理由

を御説明申し上げます。議案第１３号から議案第２９号は、条例の一部改正につい

て議会の議決を求めるものでございます。まず、議案第１３号、邑南町課設置条例

の一部改正についてでございますが、これは機構改革に伴う改正でございます。次

に議案第１４号、邑南町個人情報保護条例の一部改正についてでございますが、こ

れは行政機関の保有する、個人情報の保護に関する法律の廃止に伴う改正でござい

ます。次に議案第１５号、邑南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

についてでございますが、これはフレックスタイム制の導入に伴う改正でございま

す。次に議案第１６号、邑南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

でございますが、これは人事院規則等の改正に伴う改正でございます。次に議案第

１７号、邑南町消防団条例の一部改正についてでございますが、これは消防団員の

処遇改善による報酬等の見直しに伴う改正でございます。次に議案第１８号、邑南

町消防団員等公務災害補償条例の一部改正についてでございますが、これは消防団
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員等公務災害補償等責任共済に関する法律の一部改正に伴う改正でございます。次

に議案第１９号、邑南町町営バス条例の一部改正についてでございますが、これは

バス路線の廃止及び変更に伴う改正でございます。次に議案第２０号、邑南町国民

健康保険税条例の一部改正についてでございますが、これは地方税法の改正に伴う

改正でございます。次に議案第２１号、邑南町高額療養費貸付基金条例の一部改正

についてでございますが、これは基金額の減額に伴う改正でございます。次に議案

第２２号、邑南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部改正についてでございますが、これは厚生労働省令の一部改正に伴う改正でござ

います。次に議案第２３号、邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並

びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正に

ついてでございますが、これは内閣府令の一部改正に伴う改正でございます。次に

議案第２４号、邑南町町営住宅管理条例の一部改正についてでございますが、これ

はＤＶ被害者への対応の明確化に伴う改正でございます。次に議案第２５号、邑南

町町道の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正についてでございますが、こ

れは道路構造令の一部改正に伴う改正でございます。次に議案第２６号、邑南町保

健センター条例の一部改正についてでございますが、これは羽須美保健センターの

廃止に伴う改正でございます。次に議案第２７号、邑南町医療福祉従事者確保奨学

基金条例の一部改正についてでございますが、これは基金額の増額に伴う改正でご

ざいます。次に議案第２８号、邑南町スクールバス条例の一部改正についてでござ

いますが、これはバス路線の廃止に伴う改正でございます。次に議案第２９号、邑

南町奨学基金条例の一部改正についてでございますが、これは基金額の減額に伴う

改正でございます。議案第３０号の提案理由を御説明申し上げます。議案第３０

号、財産の取得についてでございますが、これは道の駅瑞穂整備事業にかかわる用

地の取得について議会の議決を求めるものでございます。議案第３１号から議案第

３４号までの提案理由を御説明申し上げます。議案第３１号から議案第３４号は、

邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定について

議会の議決を求めるものでございます。まず、議案第３１号は吉原丸子辺地の計画

期間終了に伴い、引き続き総合整備計画を策定しようとするものでございます。次

に議案第３２号は、福原辺地の新規整備事業の実施に伴い、総合整備計画を策定す

るものでございます。次に議案第２３号は川角平佐辺地の要件見直しに伴い、総合

整備計画を策定するものでございます。次に議案第３４号は、両半中雪田辺地の要

件見直しに伴い、総合整備計画を策定するものでございます。議案第３５号の提案

理由を御説明申し上げます。議案第３５号、邑南町と広島市との連携中枢都市圏形
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成に係る連携協約の締結に関する協議についてでございますが、これは連携協約を

締結することについて広島市との協議を行うため、議会の議決を求めるものでござ

います。議案第３６号から議案第４９号までの提案理由を御説明申し上げます。ま

ず、議案第３６号、令和３年度邑南町一般会計補正予算第１３号は歳入歳出それぞ

れ１億３，７４７万４，０００円を減額するものでございます。次に議案第３７

号、令和３年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号は、歳入歳出予算

の組み替えをするものでございます。次に議案第３８号、令和３年度邑南町国民健

康保険直営診療所事業特別会計補正予算第３号は、歳入歳出それぞれ３００万円を

減額するものでございます。次に議案第３９号、令和３年度邑南町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算第３号は、歳入歳出それぞれ３１２万６，０００円を追加す

るものでございます。次に議案第４０号、令和３年度邑南町下水道事業特別会計補

正予算第４号は歳入歳出それぞれ２８９万９，０００円を減額するものでございま

す。議案第４１号、令和３年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第３号は、歳

入歳出それぞれ１，０４５万５，０００円を減額するものでございます。次に議案

第４２号、令和３年度邑南町水道事業会計補正予算第５号は収益的支出については

賞与等引当金繰入額等の減額、資本的収入及び支出については水道管支障移転工事

の延期等による減額を行うものでございます。次に議案第４３号、令和４年度邑南

町一般会計予算は歳入歳出それぞれ１３８億６，１００万円とするものでございま

す。次に議案第４４号、令和４年度邑南町国民健康保険事業特別会計予算は歳入歳

出それぞれ１４億７，９００万円とするものでございます。次に議案第４５号、令

和４年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ１

億８５０万円とするものでございます。次に議案第４６号、令和４年度邑南町後期

高齢者医療事業特別会計予算は歳入歳出それぞれ３億８，２００万円とするもので

ございます。次に議案第４７号、令和４年度邑南町下水道事業特別会計予算は歳入

歳出それぞれ１０億２，２００万円とするものでございます。次に議案第４８号、

令和４年度邑南町電気通信事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ６億９，１００

万円とするものでございます。次に議案第４９号、令和４年度邑南町水道事業会計

予算は収益的収入及び支出については収入総額４億３，４８９万５，０００円、支

出総額４億１，４６４万５，０００円を見込み計上し、資本的収入及び支出につい

ては収入総額２億９，３３５万３，０００円、支出総額４億７，５５１万７，００

０円を見込み計上し、収入不足額は当年度分消費税及び地方消費税、資本的収支調

整額等で補てんするものでございます。議案の詳細につきましてはお手元に議案の

詳細説明資料をお配りをしておりますので御確認をお願いします。
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○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） 議案の号をちょっと間違えたところがございますのでお

許しいただきたいと思います。議案第３３号のところを２３号と申し上げました。正

しくは議案第３３号ということでございます。よろしくお願いします。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 日程第９ 陳情文書表 ）

●石橋議長（石橋純二） 日程第９ 陳情文書表を議題といたします。本定例会ま

でに受理した陳情は、お手元に配布しております陳情文書表のとおりでございます。

陳情第１号につきましては、産業建設常任委員会に付託しましたので報告いたしま

す。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

（ 散会宣告 ）

●石橋議長（石橋純二） 以上で、本日の日程はすべて議了いたしました。本日は

これにて散会といたします。お疲れ様でした。

―― 午前 11時 28分 散会 ――


